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現　　行（Ｈ８） 対応方針案 変更概要

総貯水容量 約１億m3 約9,800万m3

　　　洪水調節容量 １，９００万m3 １，９００万m3

　　　新規利水容量 ２，０００万m3 １，３００万m3 新規需要の見直しによる減量

　　　不特定容量 ５，７００万m3 ６，０００万m3 河川環境を保全する流量確保のための増量

堆砂容量 ４００万m3 ６００万m3 流域の実態を踏まえた新たなダム堆砂量推計方法による再検討

新　　　規 農　　　水 約０．３m3/s　 約０．３m3/s

利　　　水 上　　　水 約０．８m3/s 約０．２m3/s

平成１７年１2月１日の関係機関による打ち合わせを踏まえた中部地方整備局の設楽ダムの考え方

項　　　　　　目
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従前の考え方

洪水調節容量 １，９００万ｍ3

ダム高：１２９ｍ

洪水調節容量 １，９００万ｍ3

堆砂容量 ４００万ｍ3 堆砂容量 ６００万ｍ3

ダム容量の配分イメージ

今回の考え方
ダム高：１２９ｍ

総貯水容量 約１０，０００万ｍ3 総貯水容量 約９，８００万ｍ3

新規利水容量 ２，０００万ｍ3

不特定容量 ５，７００万ｍ3

新規利水容量 １，３００万ｍ3

不特定容量 ６，０００万ｍ3
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昭和５３年 ４月 実施計画調査に着手

平成 ４年 １０月 現地立入調査に関する協定の締結

平成１１年 １２月 豊川水系河川整備基本方針決定

平成１３年 １１月 豊川水系河川整備計画策定

平成１４年 ３月 用地調査実施に向け、現地立入調査に関する変更細目協定
を設楽町と締結

平成１５年度～ 建設事業着手

平成１５年 １０月 建設事業の推進に関する協定書を設楽町長と調印（愛知県知事立会）

昭和５３年 ４月 実施計画調査に着手

平成 ４年 １０月 現地立入調査に関する協定の締結

平成１１年 １２月 豊川水系河川整備基本方針決定

平成１３年 １１月 豊川水系河川整備計画策定

平成１４年 ３月 用地調査実施に向け、現地立入調査に関する変更細目協定
を設楽町と締結

平成１５年度～ 建設事業着手

平成１５年 １０月 建設事業の推進に関する協定書を設楽町長と調印（愛知県知事立会）

「 設楽ダムのこれまでの経緯 」
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設楽ダムの今後の流れ

Ｈ１５年４月

Ｈ１３年１１月

Ｈ１５年３月～

H16.11.24～12.24
まで公告縦覧

補償基準提示

豊川水系河川整備計画の策定

環境影響評価【方法書】

基本計画策定

補償基準妥結

用地買収 ・ 借地

工事着手

用地測量・物件調査

建設（工事事務所）移行

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【評価書】

豊川水系フルプラン

豊川水系フルプラン改定

Ｈ２年５月

今回

※水資源開発促進法

※環境影響評価法

※河川法

※特定多目的ダム法
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豊川の利水と河川環境の現状等について

平成１７年１２月１日

中部地方整備局

資料 - 2



東三河地域の社会・経済を支える豊川の水

●東三河地域の５市４町の約７０万人に水道用水を供給
●三河港の臨海工業地帯を支える工業用水を供給
●国内有数の農業生産地に農業用水を供給

豊川の水に支えられた農業生産

東三河の産業を
支える工業用水

出展
平成15年生産
農業所得統計

 順位 都道府県 市町村 産出額
1 愛知県 豊橋市 496億円
2 北海道 別海町 443億円
3 愛知県 渥美町 387億円
4 愛知県 田原市 335億円
5 宮崎県 都城市 329億円

田原市

蒲郡市

音羽町

豊川市

新城市

◎設楽町

小坂井町

御津町

豊橋市

湖西市

◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎

◎
◎

豊
川

豊川の水を利用している区域

供給区域面積 853㎞2

豊川流域面積 724㎞2

供給区域

豊川流域

凡例

設楽ダム

三河港

新居町
◎
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川から水を供給している面積/流域面積
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●豊川は流域の規模（面積）に比べて、広い範囲に水を供給している。

日本で水利用が進んでいる代表的な７つの水系（利根川、荒川、豊川、
木曽川、淀川、吉野川、筑後川）で比較

豊川の水利用の特徴

２－２



※ 日本で水利用が進んでいる代表的な７つの水系で比較

●豊川流域では近年、年降水量が減少傾向にあり、多雨の年と少雨の年の差も大きくなっている。
●このため、毎年のように河川から取水できる水量が制限されており、平均して年間約１１０日も水利用に
支障をきたしている。

豊川水系の年降水量の経年変化

豊川水系における近年の取水制限日数

年

降

水

量

(年)

※ 国交省雨量観測所より算出

豊川水系における渇水の発生状況

(mm/年)
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豊川水系における渇水による被害状況

平成６年８月１０日（水）東海日日新聞

●渇水により深刻な水不足となった年には、プールの閉鎖、工場の一部生産停止、農作
物の生育不良等の被害が発生している。

空になった宇連ダム（昭和60年１月）
２－４



大野頭首工下流の「瀬切れ」の状況
（平成16年12月）

渇水時における豊川の河川環境

牟呂松原頭首工下流（新城市)に
おけるアユの斃死の状況

（平成元年8月 水量約4m3/s）

●豊川の流量が減少し渇水になると、川を流れる水がなくなる「瀬切れ」が発生するなど、
生物の生息・生育環境が悪化する。
●特に、夏場に河川流量が減少すると、アユの斃死が発生している。

大野頭首工
豊
川
（寒
狭
川
）

宇
連
川

頻
繁
に
瀬
切
れ
が
発
生

す
る
区
間

約
４
km

近年平均180日程度は、大野頭首工から下流に
流れる水が無くなっている。※1

新城市鳳来総合支所

※1）平成15年～平成16年の実測値より算出 ２－５



0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

渇水時※においても安
定的に供給可能な水量
(設楽ダムが無い場合)

水道用水需要量
(平成27年度)

水量(m3/s)

●渇水時に設楽ダムの水を豊川へ放流することにより、河川から取水している水道用水、
農業用水、工業用水の安定的な利用が可能になる。
特に、水道用水では、平成６年渇水のような状況においても必要な水量を供給することが
できる。

※渇水時とは、近年の20年間で2番目に大きな渇水時をいう。

不足量

3.4

設楽ダムによる豊川の水利用の安定化

設楽ダムにより
不足を解消

2.6

供給量
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●渇水時に設楽ダムから水を放流し、豊川の河川流量を増加させ瀬切れ区間を
解消することで、河川生態系や良好な河川景観を保全する。

流れのある状況

大野頭首工下流の流量を回復〈清流の復活〉

（日）

設楽ダムが無い場合 ※1

設楽ダム完成後 ※2

大野頭首工から下流に水が流れない日数

（2004年4月26日 大野頭首工放流量0.0m3/s）

※2）1980年～1999年までの20ヶ年における利水

計算シミュレーションの結果

瀬切れの状況

設楽ダムによる豊川の環境改善

（2004年4月29日 大野頭首工放流量1.3m3/s）

※1）平成15年～平成16年の実測値より算出

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 3 6 5

180日

0日
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堆砂量の考え方

●堆砂進行速度が計画を大幅に越えるダムが発生していることから、堆砂量の推計方法の改善に
向けた新たなダム堆砂量推計基準が見直されました。

（「平成１７年版多目的ダムの建設」掲載）

○推定式による
比堆砂量の推
定
※起伏量、高度、降
雨量、洪水量、河

床勾配、崩壊地面
積を堆砂因子とし
た推定式で、全国
的な堆砂実績デー
タから導かれた全
国平均な推定式
田中、石外、江崎、
吉良、難波・川口、
鶴見の式から推定

○確率処理した近傍ダムの実績比堆砂量による推定

※・地域特性を重視し、近傍にある地質・気候特性が類似したダムの各年
実績堆砂量を確率処理し、年平均比堆砂量の期待値を算定した。
（年平均比堆砂量の信頼性の向上）

・年降雨量、貯水池回転率、起伏度、高度、崩壊地面積率、森林分布率

を堆砂因子とし、選定ダムにおける年平均比堆砂量と堆砂因子との関係
を整理

・設楽ダムの比堆砂量を 950m3/km2/年に決定
・100年分の堆砂量 6,000千m3を計画堆砂量とした

・設楽ダムの比堆砂量を600m3/km2/年
に決定
・100年分の堆砂量 4,000千m3を計
画堆砂量とした

（H12年9月矢作ダム土砂流入状況）

従前の考え方 今回の考え方

○近傍ダムの実
績比堆砂量と
計画比堆砂量
の整理
※宇連ダム、羽布ダ
ム、矢作ダムの
実績と計画の比堆
砂量を単純に整理

（東海豪雨は未考慮）

推定式による推定結果、矢作ダム
の実績・計画比堆砂量の両者から

年平均比堆砂量と堆砂因子との
関係式に設楽ダムの堆砂因子を
あてはめる

２－８



別添６ 

○高水時水質調査状況について 

田口地点における総窒素及び総リンの調査実施状況（高水時） 

調査年 調査期間 調査回数 調査時間 

昭和 60 年 6月 30日～7月1日 ３ 回
6/30 12:00 
7/ 1  3:00,14:00 

昭和 62 年 9 月 25 日 ３ 回 6:30, 8:30,18:00 

昭和 62 年 10 月 17 日 ３ 回 8:00,10:00,18:00 

平成元年 6 月 28 日 ２ 回 11:10,16:40 

平成元年 8 月 27 日～28 日 ３ 回
8/27 12:00,18:00 
8/28  7:30 

平成元年 9 月 19 日～20 日 ３ 回
9/19 18:50    
9/20  2:20,11:50 

平成 2 年 9 月 19 日～20 日 ３ 回
9/19 21:00    
9/20  1:30,13:00 

平成 2 年 11 月 30 日 ３ 回 15:00,20:00,22:00 

平成 3 年 9 月 14 日～15 日 ２ 回
9/14 10:30   
9/15  8:00 

平成 3 年 9 月 19 日 ２ 回 11:00,22:00 

平成 6 年 9 月 29 日～30 日 ２ 回
9/29 19:30   
9/30  1:00 

平成 7 年 9 月 17 日 ２ 回 7:00, 9:30 

平成 9 年 6 月 20 日 ６ 回
10:00,11:00,12:00,13:00, 
14:30,17:30 

平成 10 年 9 月 22 日 ３ 回 16:20,17:30,20:30 

平成 10 年 10 月 18 日 ５ 回
3:00, 4:00, 5:00, 7:00, 
9:00 

平成 11 年 11 月 1 日 ３ 回 14:10,16:10,18:10 

平成 12 年 6 月 9 日～10 日 ５ 回
6/ 9   9:30,11:30,15:30,23:30  
6/10  5:30 

平成 12 年 9 月 12 日～13 日 ５ 回
9/12  8:40,10:40,13:40,17:40    
9/13  5:40 

平成 13 年 8 月 21 日～23 日 ９ 回

8/21 19:30,20:30   
8/22  1:30, 2:30, 3:30, 5:30,  

8:30,12:30 
8/23  0:30 

平成 15 年 8 月 9 日～10 日 ９ 回
8/ 9  2:30, 5:30, 8:00, 9:00, 

10:00,12:00,15:00,19:00    
8/10  7:00 

平成 16 年 6 月 21 日 ４ 回 15:10,16:10,16:50,17:50 

 合 計   ８０ 回  

 ※準備書 p6.1.4-59 表 6.1.4-13 高水時調査結果（２／４）に記載したデータの調査

実施状況を示す。 



 別添７  

貯水池水質鉛直分布図 【水温（環境保全措置後）】 
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平成 6年の流況等による 

平成 5年の流況等による 

平成 4年の流況等による 

平成 3年の流況等による 

平成 2年の流況等による 

平成 11年の流況等による 

平成 10年の流況等による 

平成 9年の流況等による 

平成 8年の流況等による 

平成 7年の流況等による 

□：ダム放流水の取水位置 
↓：ダム放流水の取水可能範囲（選択取水設備） 
※水質予測はダム直上地点での結果 

 



 

貯水池水質鉛直分布図 【ＤＯ（環境保全措置後）】 
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360
370
380
390
400
410
420
430
440
450

H11.1 H11.2 H11.3 H11.4 H11.5 H11.6 H11.7 H11.8 H11.9 H11.10 H11.11 H11.12

標
高
（
E
L
 ｍ
）

320
330
340
350
360
370
380
390
400
410
420
430
440
450

H7.1 H7.2 H7.3 H7.4 H7.5 H7.6 H7.7 H7.8 H7.9 H7.10 H7.11 H7.12

標
高
（
E
L
 ｍ
）

320
330
340
350
360
370
380
390
400
410
420
430
440
450

H8.1 H8.2 H8.3 H8.4 H8.5 H8.6 H8.7 H8.8 H8.9 H8.10 H8.11 H8.12

標
高
（
E
L
 ｍ
）

320
330
340
350
360
370
380
390
400
410
420
430
440
450

H9.1 H9.2 H9.3 H9.4 H9.5 H9.6 H9.7 H9.8 H9.9 H9.10 H9.11 H9.12

標
高
（
E
L
 ｍ
）

320
330
340
350
360
370
380
390
400
410
420
430
440
450

H10.1 H10.2 H10.3 H10.4 H10.5 H10.6 H10.7 H10.8 H10.9 H10.10 H10.11 H10.12

標
高
（
E
L
 ｍ
）

 

□：ダム放流水の取水位置 
↓：ダム放流水の取水可能範囲（選択取水設備） 
※水質予測はダム直上地点での結果 

平成 11年の流況等による 

平成 10年の流況等による 

平成 9年の流況等による 

平成 8年の流況等による 

平成 7年の流況等による 

平成 6年の流況等による 

平成 5年の流況等による 

平成 4年の流況等による 

平成 3年の流況等による 

平成 2年の流況等による 
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